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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済対策や金融政策の効果などを背景に良好な企業

業績の改善や雇用情勢の好転が見られ、全体として緩やかな回復基調で推移いたしました。

不動産業界におきましては、最低水準の住宅ローン金利や住宅支援税制などが後押しとなったものの、地方の

住宅販売はいまだ消費税増税後における需要の回復には至っておりません。

　その結果、当第３四半期累計期間におきましては、売上高78億74百万円（前年同期比7.1％増）、経常利益８億

14百万円（前年同期比11.5％減）、四半期純利益５億76百万円（前年同期比6.5％減）となりました。

　

セグメントの販売状況を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 売上高(千円) 前年同期比（％） 内容

不動産・建設事業 5,849,921 6.0

土地分譲 273区画 3,013,386千円
建物 159棟 2,160,620千円
(うち売建 37棟、建売 95棟、注文建築 27棟）
リフォーム工事 459,651千円
仲介手数料等 216,264千円

不動産賃貸事業 1,196,054 10.2
居住用 909戸 675,636千円
テナント事業用 235店舗 380,984千円
駐車場その他 139,434千円

土地有効活用事業 275,952 △1.4 資産運用提案型賃貸住宅建築、建売賃貸住宅販売

ホテル事業 552,092 17.5 ホテル室料、飲食売上等

合計 7,874,022 7.1 ―

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 不動産・建設事業

売上高は58億49百万円と前年同期と比べ３億30百万円の増加（前年同期比6.0％増）、セグメント利益４億14百

万円と前年同期と比べ１億87百万円の減少（前年同期比31.1％減）となりました。

主な内容としては、分譲土地販売、分譲住宅販売、建売住宅販売、注文建築、リフォーム、不動産仲介であり

ます。

② 不動産賃貸事業

売上高は11億96百万円と前年同期と比べ１億11百万円の増加（前年同期比10.2％増）、セグメント利益４億44百

万円と前年同期と比べ16百万円の減少（前年同期比3.6％減）となりました。主な内容としては、賃料収入、管理

手数料であります。

③ 土地有効活用事業

売上高は２億75百万円と前年同期と比べ３百万円の減少（前年同期比1.4％減）、セグメント利益９百万円と前

年同期と比べ４百万円の減少（前年同期比32.6％減）となりました。主な内容としては、資産運用提案型賃貸住

宅建築、建売賃貸住宅販売であります。

④ ホテル事業

売上高は５億52百万円と前年同期と比べ82百万円の増加（前年同期比17.5％増）、セグメント利益１億51百万円

と前年同期と比べ46百万円の増加（前年同期比43.8％増）となりました。主な内容としては、ホテル宿泊、飲食

であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は250億11百万円となり、前事業年度末に比べ10億37百万円増加しまし

た。

　流動資産は94億64百万円となり、前事業年度末に比べ２億34百万円の減少となりました。これは主として、現金

及び預金の増加３億41百万円、販売用不動産の減少３億14百万円及び未成工事支出金の減少１億72百万円を反映し

たものであります。

固定資産は155億45百万円となり、前事業年度末に比べ12億73百万円増加しました。これは主として賃貸用不動産

の新規取得等に伴う有形固定資産の増加12億55百万円を反映したものであります。

負債は128億11百万円となり、前事業年度末に比べ７億38百万円増加しました。

流動負債は42億28百万円となり、前事業年度末に比べ７億18百万円の増加となりました。これは主として、短期

借入金の増加４億55百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加５億23百万円、未払法人税等の減少１億82百万円

を反映したものであります。

固定負債は85億82百万円となり、前事業年度末に比べ20百万円の増加となりました。これは主として長期借入金

の増加32百万円を反映したものであります。

　純資産は121億99百万円となり、前事業年度末に比べ利益剰余金の増加２億84百万円により２億99百万円の増加と

なりました。これは主として、当事業年度に支払う配当金計上による繰越利益剰余金２億79百万円の減少及び四半

期純利益５億76百万円を計上したためであります。自己資本比率は、前事業年度末の49.6％から48.8％と低下する

結果となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績は概ね予定通りに推移しており、通期の業績につきましても、現時点では、平成

27年５月14日に発表いたしました業績予想と変更はございません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,531,251 3,872,803

受取手形及び売掛金 20,939 37,610

販売用不動産 4,812,034 4,497,561

未成工事支出金 825,303 653,138

貯蔵品 7,531 10,257

繰延税金資産 51,391 23,174

その他 458,959 374,866

貸倒引当金 △7,531 △4,432

流動資産合計 9,699,880 9,464,980

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,367,043 4,646,741

土地 8,597,732 9,713,815

その他（純額） 577,678 437,034

有形固定資産合計 13,542,454 14,797,591

無形固定資産 34,894 27,373

投資その他の資産 694,756 720,424

固定資産合計 14,272,105 15,545,389

繰延資産 1,657 863

資産合計 23,973,643 25,011,234
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,430 11,912

工事未払金 384,066 366,272

短期借入金 493,400 948,400

1年内償還予定の社債 36,800 41,200

1年内返済予定の長期借入金 1,679,115 2,202,390

未払法人税等 199,779 17,070

賞与引当金 39,446 20,055

その他 667,531 621,535

流動負債合計 3,510,568 4,228,837

固定負債

社債 25,800 3,000

長期借入金 8,136,473 8,168,647

資産除去債務 61,517 60,457

その他 338,843 350,710

固定負債合計 8,562,633 8,582,815

負債合計 12,073,202 12,811,653

純資産の部

株主資本

資本金 596,763 596,763

資本剰余金 528,963 528,963

利益剰余金 10,728,132 11,012,785

自己株式 △52,605 △30,630

株主資本合計 11,801,253 12,107,880

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 99,187 91,700

評価・換算差額等合計 99,187 91,700

純資産合計 11,900,440 12,199,580

負債純資産合計 23,973,643 25,011,234

決算短信 （宝印刷）  2016年02月08日 10時54分 5ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



アズマハウス株式会社(3293) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

6

（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 7,354,351 7,874,022

売上原価 4,720,526 5,151,516

売上総利益 2,633,825 2,722,505

販売費及び一般管理費 1,935,224 1,923,746

営業利益 698,601 798,759

営業外収益

受取利息 580 575

受取配当金 40,711 11,935

受取手数料 15,891 21,943

保険解約返戻金 60,769 69,311

匿名組合投資利益 183,165 2,881

その他 35,142 30,692

営業外収益合計 336,260 137,340

営業外費用

支払利息 103,081 109,822

その他 11,650 12,239

営業外費用合計 114,731 122,061

経常利益 920,130 814,037

特別利益

固定資産売却益 24,314 29,055

受取補償金 4,135 10,530

特別利益合計 28,449 39,585

特別損失

固定資産除却損 0 7,264

特別損失合計 0 7,264

税引前四半期純利益 948,580 846,358

法人税、住民税及び事業税 302,072 245,896

法人税等調整額 29,970 24,281

法人税等合計 332,043 270,177

四半期純利益 616,536 576,180
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産・建設事業 不動産賃貸事業 土地有効活用事業 ホテル事業

売上高

外部顧客への売上高 5,519,790 1,085,011 279,807 469,742 7,354,351

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 5,519,790 1,085,011 279,807 469,742 7,354,351

セグメント利益 602,322 461,585 13,662 105,039 1,182,610

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調

整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,182,610

全社費用(注) △262,479

四半期財務諸表の経常利益 920,130

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産・建設事業 不動産賃貸事業 土地有効活用事業 ホテル事業

売上高

外部顧客への売上高 5,849,921 1,196,054 275,952 552,092 7,874,022

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 5,849,921 1,196,054 275,952 552,092 7,874,022

セグメント利益 414,976 444,877 9,215 151,039 1,020,108

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調

整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,020,108

全社費用(注) △206,071

四半期財務諸表の経常利益 814,037

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。
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３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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